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　2011年３月。まだ緊急医療チーム

が被災地で活動する中、津波で交具を

流されてしまった学生のために何かで

きることはないかと発案したAMDAの

要請を受け、広島県教育委員会が県内

の高校に呼びかけ、文房具を集めまし

た。その贈呈された文具を、生徒の個

人個人に配布しやすいように、岡山県

内の学生がボランティアで仕分け活動

を行ってくれました。そして、まだ余

震が続く４月の半ば2011年４月15。

16日には広島県内の高校生４名（誠之

館高校、黒瀬高校各２名）が、当時避

難所となっていた犬槌高校を訪問し

文房具の贈呈が実現しました。避難所

では物資の仕分けや食事の片づけなど

のボランティア活動も行い、絆を深め

ました。

4.10岡山の長泉寺にて文具の仕分け

4.巧　大槌高校に
て物資の仕分け作

業をする広島の高
校生

大槌町内を見学
する広島の高校
生

　　　広島会場…黒瀬高校による和太鼓の演奏

　そして2012年３月。 AMDAを通じ

て被災地をご支援くださった方々へ、

大槌からの感謝の思いを伝える「絆コ

ンサート」を間催しました。約20時

間かけて大槌町からやってきた一行

は、疲れた様子も見せず、岡山、広島

の両会場で最高の演奏を披露しまし

た。 18目の広島会場では、広島県立安

古市高校生との合同演奏や和太鼓との

共演の他、様々な交流が実現しました。

翌目には平和祈念館の見学も実施しま

した。 19目の岡山コンサートは、おか

やまコープと共催のもとオルガホール

で開催され、就実学園就実高等学校、

中学校との共演を行いました。運営、

司会進行などはAMDA高校生会が拒当

し活動報告のプレゼンテーションも

実施しました。 AMDA高校生会は、震

災直後から街頭募金など高校生ならで

はのボランティア活動を実施して

きました。また、懇親会では、学

生が圭体となってさまざまなパ

フォーマンスで会場を盛り上げて

くれました。会の最後には就実学

園の小林教諭の掛け声により、会

岡
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　　岡山会場…就実高校吹奏楽部からのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

場に居た100人ほどの小学生から人人

までが、大きな１て⊃の輪になり、手を

つないで「Benve」をアカペラで熱目口。

岡山と岩手で1000キロ以上離れては

いるけれど、歌を通して気持ちをひと

つにレこれからも繋がっているとい

うことを強く感じた１目となりました

　大槌高校吹奏楽節顧問の金丸教諭は

「震災直後、自分かちが目の前のこと

に必死に対応し、節活や音楽のことは

考えられなかった。そんな中、生徒の

方から、いつから再開しますか？と質

問かおり、学生の力強さ、音楽の素晴

らし吉、求心力を改めて感じた。今回

こうしてここに居られるの払支援し

てくださったみなさんと学生のおかけ。

本当に感謝しています」と話してくれ

ました。また人槌高校吹奏楽部謳部長

は「本当に白分たちはたくさんの人に

支えられていると実感しています。本

当にありがとうございます。こんなに

離れていて払僕たちは音楽でつながっ

ています。これからも復興に向けて頑

張りますにと力強くメッセージを送っ

てくれました。
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　2011年３月11日に発生した未曾

有の東日本犬震災・津波から１年、特

に寒さの厳しかった2011年の冬を超

えて､被災岫にも春がやってきました。

7災奮発動酢ら奮急支援

　AMDAでは災害の発生を受け、11

目より緊急支援活動体制となり、翌

12日より緊急医療支援活動を開始し

ました。宮城県仙台市を最初の活動地

とし、続いて岩手県上閉伊郡大槌町、

岩手県釜石市、宮城県本吉郡南三陸町

と４つの市町で緊急医療支援活動を実

施し、４月20目までに延べ149名の

緊急医療スタッフを派遣しました。ほ

かにもこれまでの活動で関係のあった

支援企業、支援団体、協力自治体など

の力を借りてトラックでの物資供給な

ども行い、海外とのつながりの中で海

外からの医療チームの受け入れなどを

行いました。さらには、直接的な医療

行為以外でも、枠にとらわれることな

く、被災地のニーズに合わせた柔軟な

支援活動を展開し、その活動は被災者

の方から高く評価されました。

地元医療が保険診療を再開する円途が

立つ時点を、緊急の無料診療活動の終

ｆ時間と考え、４月20目をもって緊

急医療支援体制を終了し、復興支援活

動へと転換しました。

ごれまでJの復興支援活動

　AMDAでは「医療支援」「教育支援」

「生活・自立支援」の３つの分野にお

いて、現地のニーズを常に見極め支援

活動を継続しています。その３つの分

野において、以下のような活動を行

い、５月１目からこれまでに（3月末）

125人の医師、看護師、調整員などを

被災地に派遣しました。（支援活動地：

岩手県上閉郡大槌町、岩手県釜石市。

一万陽巧’拘/りｰ’/誹茫詞ｿﾞｬｰﾌﾞｿシ　2072j

仮設志津川診療所

1.30志津川診療所の地元看護師の方々と派遣の浅野看護師

岩手県犬船渡市､一宮城県本吉郡南三陸

町、宮城県仙台市、宮城県気仙沼市、

宮城県石巻市雄勝他区）

・医療支援

①被災地医療復興支援

　志津川病院（南三陸町､登米市）へ、

夏季、冬季、春季に医療スタッフの派

遣を実施しています。豪気時にAMDA

チームで派遣言れたことのある医療

スタッフを中心に派遣を実施すること

で、志津川病院側での受け入れの負担

軽減が図れるだけでなく、病院スタッ

フの方々の精神的な支えともなってい

ます。

　猪苗代病院（気仙沼市）には入院患

者用のベッドや医療機器などの提供の

ほか長期勤務が可能な看護師の呼びか

けなどを実施しています。

　さらに緊急医療支援活動時に活動を

典にしか、被災地の医師らの独立、開

業に医療機器、医療物資などの支援を

実施しています。

　現在新たに、石巻市雄勝診療所への

支援活動を鍼灸治療を中心に行ってい

く芦定です。

志津川病院の医療器材支接合を贈呈するため、病院を訪れたそね
ざきロータリークラブの高波会長（左）と受け取る横山事務長

　2jO大槌健康ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰでの佐々木鍼灸師の治療

②AMDA大槌･健康サポートセンター

　緊急医療支援期にニーズの高かった

鍼灸治療と、崩壊した地域のコミュニ

ティースベースを確保するために、岩

手県上閉伊郡大槌町にAMDA大槌・

健康サポートセンターを建設、12月

!8日オープンしました。現在施設の

半分のスベースを鍼灸院とし大槌町

在住のAMDA鍼灸師が毎月約100大

程度の鍼灸治療を行っています。さら

に施設の半分を、地域のつながりがバ

ラバラに仮設に居住することとなった

被災地域の人々が、地域の方々の交流

の場として運営し、立ち寄ってお茶を

飲んだりする、日常の交流の陽となっ

ていると同時に、「健康体操教室」「つ

るし雛教室」「茶道教室」などにも活

用されており、３月末までにのべ638

大以上の方が利用しています。

4,6大槌健康サポートセンターでの郷土料理教室



■教育支援

①AMDA国際奨学金の支給

　2011年度には７校84名の奨学生に

月額15､000円（年間18万円）を支給

しました。ここで24名が卒業を迎えま

す。３月にさらに本事業へのご寄附額

が加わり、卒業生を除いた奨学生支給

額を上回ったことから、2012年度には

対象となる奨学生を増やすことが決定

しました。

②スポーツ交流事業

　2011年８月には、大槌中学校、釜

石中学校、志津川中学校の３校を岡山

へ招聘して、岡山の中学生とともにサッ

カーやホームステイを通じて交流を深

めました。 2012年度は、AMDAがこれ

までに緊急医療支援活動を実施した海

外の地震被災厄とのスポーツ交流を予

定しています。

③絆コンサートの開催

　多いときには1000大を超える避難

者が滞在した岩手県立大槌高等学校（岩

手県上閉伊郡大槌町）は、AMDAが緊

急救援活動を行った拠点のひとつです。

当時在校生のボランティア活動には目

を見張るものがありました。昨年３月

に広島と岡山からの文房具を贈呈し、

大きな余震の続く中、広島の高校生４

大が駆けつけました。１年後、その岩

手県立大槌高等学校から吹奏楽節を広

島、岡山に招へいし、吹奏楽交流とし

て「絆コンサート」を間催しました。こ

の１年で、AMDAを通じて、多くの支

後者の方の善意が大槌町をはじめとす

る被災地に届きました。震災から約１

年という節日の時期に、音楽を通じて

感謝の気持ちを支援者の方へ直接贈る

機会となりました。

④制服支援と副教材支援

　岩手県立大槌高等学校の要請を受け、

平成24年度の新人学生のうち、被災

して制服の購入が困難である学生への

制服購入資金の支援を行いました。ま

た宮城県南三陸町立志津川中学校では、

教科書以外に必要な副教材の各自購入

（一人当たり約２万円）が被災者にとっ

て負担であるという相談を受け、副教

材に充当する支後金を中学校に贈呈し

ました。

　大槌高校の被災した新入生のための制服支援を、黒住取

捨、（株）山田養蜂場捨、ＡＭＤＡ共同で行い、３月19日

米回申の高橋校長先生に支接合を贈呈しました

　志津川中学校訓教材支援金を廣柴堂様よりいただきました

・生活、自立支援

①被災地間相互交流支援

　被災者にしか共有できない思いを分

かち合うことで、復興、自立に向けての

被災他間の絆形成を目標として、「被災

他聞相互交流事業」を支援しています。

１回目として３月４日に、２回目として

４月９日に大槌町（岩手県）、気仙沼市

（宮城県）との交流が実現し、大きな成

果が見られました。２回目実施の際には

岡本町の商店街が、今後ともさらに絆

を深め、ともに復興に進んでいこうとい

う思いを込めて、姉妹提携の協定を締

結しました。今後も積極的に被災他の

声を収り入れ、被災迫間の担保交流を

支援していく予定です。

②震災ホームレス支援

東日本犬震災から１０か月が過ぎ、被

災他では新たな問題として「震災ホー

ムレス」が急増しています。そこで

AMDAではカップ麺や、カイロ、簡易

寝袋などを提供するなどの支援を行っ

ています。

4､9被災地間相互交流会で協定調印

3.4被災地間交流･一一大槌町から気仙沼に出向いた
　　　　　　　　　臼滞鹿子踊り

　 　 八 八 % % % 八 % ♂ ♂ % % % ♂ % % ♂ % % 　 　 　 % % % ♂ ? % ♂ % ♂ % % % ♂ % % % % ♂ 八 % 八 % 八 % ♂ % ♂ % ? ♂ % ? 八 % ♂ 八 % 八 % % 八 % % 八 % ♂ ♂ % % 八 % - ♂ 八 % ♂

復 興 支 援 活 動 ] 2 ] 年 目 j に 向 け て ｺ

　 　 　 　 　 復 興 支 援 含 か 年 計 画

　AMDAでは震災直後から、復興支援

として震災から３年間被災地の支援を

継続していくことを掲げています。震

災から１年が過ぎ、被災地からのニー

ズは徐々に変化しています。復興支援

においても、これまで同様ＡＭＤＡの人

道支援３原則：「誰でも人の役に立ちた

い気持ちがある」「その気持ちの前に民

族・宗教・年齢等の壁は無い」「援助を

受ける側にもプライドがある」に沿い、

AMDAならではの柔軟な復興支援活動

を実施してまいります。これからもご支

援よろしくお願いいたします。

　　　ＷＣＲＰ日本委員会　篠原祥哲様からのメッセージ

　AMDA様の健康サポートセンターが開設され、多くの大槌町の方々が足を運ば

れていること、本当に素晴らしいことと思います。震災当初からの迅速な対応や

行動の貝休性、そして地元の往民のきめ細やかなサポートなど、その活動に感服

しております。また、私たち、WCRP日本委員会の取り組みに対しても、献身的

にご協力を頂いておりますこと、心から感動しております。私は、大槌町におい

て、AMDA様の「真心」というものを、様々な活動を通して学ばせて頂いており

ます。今後、WCRPもAMDA様とともに、震災復興に向けての道のりを共に歩

ませて頂ければ有り難く存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　WCRP:財界宗教者平和会議
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◆３月11目、いつものように６時間目の

授業を終え、廊下にいたときでした。長い

地鳴りが聞こえ、皆がえっと思った瞬間、

強い揺れが始りました。揺れは全くお古ま

らず強くなるばかりで、やがて電気が消え、

↓組の天丼から水がふき出てきました。行

間たったこともあり先生がおらず私たちは

八二ックでした。本当に本当に怖い体験を

しました。それから津波が街を襲い、ほと

んどの生徒が家に帰れず体育館で不安な夜

を過ごしました。

　私は今卒業という新たな人生への一歩を

踏み出す立場にあります。この１年間を振

り返ってみると、様々な面で環境の変化が

ありました。大変なこともありました。で

もそれ以上に感じたのは支援の温かさで

す。メッセージつきのお菓子はとても温か

い気持ちになり、遠く離れた場所にいても

気持ちは伝わるのだと思いました。文房

具は受験生という立場で被災した私たち

にとって、頑張ろうと思えるきっかけにな

りました。その他にも物だけでなく様々な

心温まるメッセージや想いをいただきまし

た。終わらない余震への恐怖や、慣れない

環境へのストレスを和らげ、私たちを今回

まで支えてくれたのは、私たちを思ってく

ださる一人一人の気持ちだと思います。た

くさんの支えがあって私たちは今、卒業を

迎えることが出来ます。本当に感謝でいっ

ぱいです。ありがとうございました。

　これからも先、またこのような自然災害

がどこかで起こることがあるかもしれませ

ん。もしそのようなことがあったら、今回

の震災での温かい支援を思い出し日本に

図らず世界各地に恩返しをしたいです。白

分か出来る事を率先して行い、少しでも復

興に貢献したいです。私は大学進学のため

東北３県から出てしまいますが、岩手を愛

する気持ち、海を愛する気持ちは変わりま

せん。復興元年である今年、震災直後に比

べれば見違えるほどに元の景観に戻りつつ

あります。しかし復興まではまだまだか

かると思います。だからこそ何年経っても

震災を風化古社たくないし、被災地で頑張

る人々のことを忘れないでほしいです。改

めてたくさんの支援をありがとうございま

した。決して忘れません。
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◆たくさんの温かい支援ありがとうござい

ました。

　３月11目、それからのこと、大変たっ

たことはこれからもきっと忘れることはあ

りません。忘れることなどできないでしょ

う。私の家は被災しませんでしたが、友達、

友達の家族、たくさんの人が率い思いをし

ました。物資の支援はもちろん役立ったし

うれしかったです。でも、何よりも、私た

ちの心に寄り添ってくれた、たくさんの人

の温かい気持ちに励まされました。こうし

て受験を終え、卒業式を迎えられたのは

みなさんのおかけです。たくさんの人の支

えがあって釜石高校は徐々にではあります

が、前に進み始めました。復興元年、また

さらに頑張っていきます。見守っていただ

けたらうれしいです。

　最後に、本当にありがとうございました。

◆長いようで短かった。そう思えるのは、

高校生活が充実していたからだと思う。入

学する前、漠然と考えていた。そろそろ進

路を爪判に考えないと。

　↓年生の頃は毎日が新鮮で、１日１口が

楽しすぎて進路のことなど順になかった。

２年生になり、バレーボール部の部長に

なった。コーチの指導がつくようになり、

以前よりも練習が廠しくなり、チームメイ

トの誰よりも怒られるようになって、部活

か恐くなったときもあった。部活へ行くと

きの常事の申、今日はコーチが来ません

ようにと何度も祈っていた。　初の公式戦

では結果を残せず、キャプテンとしての自

信をすっかり落とした。落ち込んでいた時

に、周りの人だちから励まされたことかあ

り、何度も肋けられた。徐々に力を付け始

め、高総体に向けて熱が入るうとしていた

矢先、３川に目に大震災が起きた。

　たくさんの人たちが困難な状況に陥り、

部活動や受験どころではなくなった。満足

な練習をすることができず、いらだちを覚

えた。こんな時に、部長としてどうすれば

いいのか分らなかった。最後の高総体で

は､試合の途中で太陽我をしてしまい､チー

ムとしても１回戦で負けて終わってしまっ

た。それでもチームメイトは頑張ってくれ

た。ベンチからただ声を出lすことしかでき

なかった自分が情けなく、バレーボールな

んてやっていなければよかったとさえ思っ

た。

　しかし、松葉づえ生活や手術、入院、リ

ハビリを経て、たくさんの人たちに支えら

れていることに気づいた。また、障害のあ

る人やケガを経験した人たちの心の強さを

知ることもできた。私は大学で福祉につい

て学び、福祉の仕事で釜石に貢献したいと

思っている。

　被災地では、親を失くしてしまった子ど

もがいたり、これから先は経済的に苦しく

なってしまう人が増えていくことが予想さ

れる。また、新しい町づくりをするときに

は福祉を充実させるべきだと思う。人を支

える福祉の仕事をしたいと思うようになっ

たきっかけは、震災と怪我だった。大変な

ことばかりが起こったが、自分と向き合い、

将来について考えることができた３年間

だったと思う。

◆この二年間、自分は本当にたくさんの人

の支えがあって卒業まで来ることができた

と思う。その中でも友だちは、心の支えで

あるとともに自分を高めるための良きライ

バル達であったと思う。そして先生方には、

自分の能力を引き出し、導いていただいた

ことに感謝している。震災もあり、その他

にもたくさんの人のお世話になってきた。

少しでも、思いを返せるように、卒業後は

社会のためになれるような人材になれるよ

う自分を高めるようにがんばっていきたい。

◆私は、県外の看護専門学校への進学が決

まりました。

　東日本大震災津波によって自宅は全壊

し、さらに父の職場も被災し、厳しい現実

を突きつけられました。しかし、そのよう

な状況にあっても、一人でも多くの命を款

おうと必死に活躍する医療機関の方々の姿

は、看護師になりたいという思いを、揺る

どないものにしてくれました。

　経済状況の激変万一時は就職も考え、宗

族や親戚などみんなが応援してくれたこと

もあり、やはり自分の夢を追いかけようと

決意を固めました。何よりも､AMDAゲルー

プをけじめ全国各地からたくさんの熱いご

支援をいただき、今こうして夢に向かって

スタートラインに立つことができました。

本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

　被災後の生活においては、たくさんの

方々へのご恩をひしひしと感じています。

私が立派な看護師になり、患者さんのため

に働くことこそ支援し万くださった方々へ

の恩返しだと考えています。また、震災の

余波で亡くなった祖父や親戚に畳ったよう

に一人万も多くの方々の命を助けられる、

医療や看護の知識と技術を兼ね備えた看護

師になりたいと思っています。

　これから新しい環境万万らのスタート

を切る事になりますが、Ｕ々努力を忘れず

前進していきます。一目も早く地元の医療



に貢献できる目を迎えられるよう、ふるさ

との復興を祈りながら勉学に励んでいきた

いと思っています。

◆私は高校卒業後、将来の夢たった介護

福祉士になるため盛岡医療福祉専門学校の

介護福祉学科に入学します。そして、介汚

損社員こ必要な知識・技術を二年間しっか

りと勉強をして、介護福祉士の資格を取得

できるように頑張りたいと思っております。

介護福祉士を目指している理由は、私の祖

父が病気になり、母と祖母万一巡回ごとに

看病と介護をしながら、祖父の世話をして

いました。

　私は、介護している姿を見て、介護の知

識・技術を専門学校でしっかり勉強したい

と思い、盛岡医療福祉専門学校を選びまし

た。さらに出来る事ならば、社会福祉士の

資格も取得したいと思っております。そし

て、社会福祉士を目指すなか万、専門的知

識及び技術を収得し、精神障害や日常生活

において、支障かおる方々などに対し、相

談に応じたり、助言したり、指導､福祉サー

ビスや保健医療サービスを提供できるよう

な人になりたいと思っております。

　専門学校の卒業後は、高齢者福祉施設や

身休障害者福祉施設､特別養護老人ホーム、

母子生活支援施設、訪問介護などで、介護

者や相識者を支えながら、しっかりと仕事

をしたいと思っております。

◆この２年間の学生生活で多くのことを学

びました。２年次に言災がありましたが、

両親の支え、またAMDAさんのご支援に

より学生生活を続けることが出来ました。

多くのスポーツの勉強をしていく中で、ス

ポーツをすることによって介護予防や日常

生活活動の改善にもつながることがわか

り、福祉のことに勉強する中で興味を持

ちました。ﾈ帛毎に間しては少しは勉強した

いという思いがありましたが、スポーツと

福祉の関係が繋がると思いませんでした。

もっと詳しく勉強をするためにヘルパー

２級の資格を取得しました。就職のため、

将来必要となるため必死で取得しました。

就職にあたり福祉の仕事に就くことに内定

をいただきました。途中で学校を辞めてい

たら夢を諦めてしまうところでした。これ

もいろいろな方々のご支援をいただいたお

かけです。その感謝を忘れずに社会人に

なっていきたいです。またご支援をいただ

いたAMDAさん、サポートして下さった

先生方には大変お財話になりました。この

　　　　　　　に夕年３月２日
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お礼は社会人になって自分の活躍してい

る姿がお礼のお返しと思っているので頑

張りたいです。また支えてくれた両親にも

感謝を忘れず今度は私が支える番なので

頑張りたいです。

◆３月11日の東日本犬震災から１年が経

ち、私はたくさんの人に支えられ無事卒業

に至りました。

　私は震災当初は医療の道に進むと決め

てからも、職種を明確にはしていませんで

したが、震災を径験して休の不自由な人、

心に傷を員った人を見て人々の于肋けに

なれるような仕事に就きたいと考えるよう

になりました。その結果、作業療法士の

専門学校に進学することができました。震

災当時は助けを必要としている人々にな

にもしてあげることができないことかもど

かしく自分の中に葛藤がありました。です

が今は、目標に向かって努力できることに

幸せを感じ希望を持つことができます。ま

た、それは、決して当り前のことではなく、

AMDA様の奨学金をはじめ、家族、友人、

学校の先生方、その他たくさんの人のおか

げだと思います。

　将来は、地元に戻って地域のために尽

力したいと考えていますが、私の故郷は１

年が経った現在でも唐レ牛が由のように積

まれ復興にはほど違い状態です。病院すら

仮設のものがあります。本当の復興は何年

先になるのかは分かりません。しかし、そ

の復興を担っていくのは間違いなく私たち

の匹代です。これから見事に復興していく

であろう故郷の力になれるように３年間、

作業療法士としての技能、知識はもちろ

ん､人間としても大きく成長できるように、

日々精進して参りたいと思います。

毎日新聞 2012年２月27日（月）

◆私は、この春、志津川高校を卒業し、

仙台青葉学院短期大学に入学します。私

には、将来地元である南三陸町に戻り、在

宅看高にたずさわり、家で過ごしたいと考

えるお年寄りの方々の力になれる看高師に

なるという夢があります。そのような看康

郎になるためには、看護についての広い知

識、在宅で生活をされている方の介肋を

している方の気持ちや苦労を理解するこ

とが必要だと考えています。

　進学先の学校では、社宅介護を支援し

ているサークルや、地域医療について学

ぶ機会がたくさんあるので、私の理想とす

る看護師になるために必要な事が身につ

けられると思いました。

　これから、在学中は、つねに国家試験

を意識レ熱心に勉強に収り組むとともに、

看護師は体力が必要だと思うので体力づ

くりに取り組んでいきたいと思います。ま

た、ボランティアや在宅介護支援サークル

に参加し、コミュニケーション能力や、講

義では学べない実際の在宅で生活をして

いる方の声を聞いて、今の在宅看護には

何か必要なのかを学び、身につけていき

たいと思います。

　そして、看護師になり、何年か他の病

院で経験をつんだら、私の故郷である雨

ヨ涼町に戻り、津波の影響でなくなってし

まった在宅看護支援センターで働きたい

と考えています。そして、家で過ごしたい

家族と一緒に家にいたいと考える高齢者

の方の力になってあげたいです。

　強くたくましく、誰にでも気軽に相談事

を話してもらえるような頼れる看護師にな

れるように、勉強に実習に取り組んでいき

ます｡多くの支援ありがとうございました。

　いつか、AMDAのみなさんと一緒に働

けたらうれしいです。

　　　　　　　　　　　＜8Pへっづ<＞

　
国
際
医
療
救
援
団
体
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
）
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東

北
朝
鮮
初
中
級
学
校
（
仙
台
市
）

の
生
徒
に
奨
学
金
を
支
給
し

た
。
固
紋
が
震
災
直
後
、
寄
せ
ら

れ
た
支
援
物
資
を
日
本
人
の
避

難
所
に
分
配
し
た
活
動
に
共
感

し
た
も
の
で
、
尹
鐘
哲
校
長

は
「
朝
鮮
学
校
の
授
業
料
無
償

化
か
実
現
し
な
い
な
か
、
日
本

の
学
校
と
同
じ
よ
う
に
支
給
し

て
く
れ
た
」
と
感
謝
し
て
い
る
。

　
尹
校
長
に
よ
る
と
、
震
災
後
、

開
校
で
は
在
日
コ
リ
ア
ン
や
近

所
の
住
民
ら
約
5
0
人
が
避
難
生

活
を
送
り
、
金
屎
の
在
日
コ
リ

ア
ン
か
ら
食
料
や
医
薬
品
な
ど

の
救
援
物
顕
が
届
い
た
。
一
人

で
も
多
く
の
人
に
物
資
を
届
け

よ
う
と
、
固
紋
の
避
難
者
た
ち

は
食
事
を
朝
夕
の
２
回
に
制
限

し
、
近
く
の
小
学
校
や
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
２
０

０
人
分
の
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て

届
け
た
。
ま
た
中
学
校
で
炊
き

出
し
な
ど
も
し
た
。
尹
校
長
は

　
「
震
災
に
国
境
な
ど
な
い
。
み

ん
な
で
難
局
を
乗
り
切
る
の
に

典感した！ＡＭＤＡｶ1奨学金

仙台市の避難所におにぎりを届ける東北朝鮮初中級学
校の関係者たち＝記録映画｢東日本大震災　東北朝鮮
学校の記録20江3.15－3.20｣から(尹校長提供)

必
死
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
入
が
対
象
と
な
り
、
同
校
で
は

　
震
災
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
荒
波
中
級
部
（
中
学
生
）
の
1
1
入
（
Ｂ

茂
代
表
は
医
療
関
係
の
仕
事
を
～
1
5
歳
）
か
受
け
取
っ
た
。
同

回
指
す
被
災
他
の
高
校
生
へ
の
校
へ
の
奨
学
金
は
、
被
災
他
支

奨
学
金
支
給
を
計
画
。
ノ
ン
フ
援
と
し
て
海
外
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
高
貨
物
に
贈
ら
れ
た
寄
付
金
を
充
て

さ
ん
（
6
4
）
か
ら
在
日
コ
リ
ア
ン
だ
。
荒
波
代
表
は
「
（
固
紋
の
）

ら
の
支
援
活
動
を
聞
か
さ
れ
、
被
災
し
な
が
ら
の
人
助
け
は
、

固
校
へ
の
支
給
も
決
め
た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

　
奨
学
金
は
、
高
校
な
ど
に
往
相
互
扶
助
の
精
神
と
一
致
す

学
す
る
希
望
者
に
年
開
1
8
万
円
る
」
と
話
し
て
い
る
。

を
支
給
。
こ
れ
ま
で
に
７
校
8
4
　
　
　
　
　
　
【
石
川
勝
義
】

父御こ? 五戸

震
災
支
援
し
た
東
北
の
朔
鮮
学
校

沌びZ刮ノ争－ﾌﾞTル　20j2,4



　2012年３月20目バン

コク市内の国立ラチャウィ

ティ病院にて、AMDAとタ

イ救急医学会（TAEM: Thai

Assodation of Emergency

Medicine）の協力協定書の調

印式が行われました。

　AMDA但りの代表として

AMDAグループ副代表の小

林米幸医師が、TAEM側の代

表としてTAEM理事長のサン・ハティ

ラット医師が協力協定に署名しました。

国立ラチャウィティ病院のジナラタナ

院長をけじめ、同病院で救命救急の講

習を受けている全国の若手医師・看護

師らが式典に出府しました。

■ AMDA は2011年10月にタイ中部

で発生した洪水被害のために、３度に

左から　ＡＭＤＡｸﾘﾚｰﾌﾟ副代表　小林米本

医師、TAEM理事長　ハティラット医師

わたり緊急医療支援チームを日本から

派遣し、タイ救急医学会の協力を得て、

バンコクとその近郊４県（ナコンサワ

ン県､ノンタブリー県､パトゥンタニ県、

ナコンパトム県）で巡回診療や支援物

資の配布を行いました。

　今回の協力協定書の締結により、今

フィリピン・ミンダナオ島洪水緊急医療支援活動

　　支援活動をするAMDA苛波医師（中央）

　フィリピンでは、2011年12月16目

から↓7目にかけて台風21号が発生し、

死者数1､200人を超える災害となりま

した。

　AMDAは12月21目から2012年１

　支援物資を配布するﾏｼﾞｮﾘ調整員(左)と武田看護師

月16目までの期間に３回に分けて緊急

医療チームを派遣。フィリピン支部、イ

ンドネシア支部との多国籍医師団を結成

し、医療支援活動を行いました。日本

からはAMDAグループ代表・苛波茂医

バングラデシュ訪問と自分のこれから

　岡山－宮高等学校3年（2012年3月卒業）佐藤　亜紀子

　私は去年の春、バングラデシュヘ

スタディーツアーに参加しました。

将来、発展途上国で働きたいと考え

ていたので、実際に現状を見てみた

いという思いから参加しました。

　バングうデシュヘ行く途中は途上

国を初めて訪れる事への不安と期

待で複雑な気持ちでしたが、現地ス

タッフの親切な対応や学校で子ども

達と交流するうちに緊張もほぐれて

いきました。初めて見ることや翔る

ことがたくさんあり、すべてが新鮮

ﾀ賜り'石碑フー刄習Z賜ゾャーナル　20汀､ぜ

でした。学ぶことがたくさん詰まった

毎目でした。ホームステイをして現地

の暮らしを体験する中で、人々の生活

向上のために医療が果たす役割の犬き

さを実感すると共に、水や道路などの

環境面の改善など多くの問題かおるこ

とを知りました。また、現在実施され

ているマイクロクレジットの様な人々

の生活を支え、少しずつ変えていく什

組みを知ることができました。今回の

訪問で、改めて今の自分の無力さを感

じ、看護師として技術も知識も深く身

ＡＭＤＡが贈呈したボートで活動中のチーム

後の緊急救援特にAMDAとTAEMが

協力して医療支援活動を行うことが約

束されました。 AMDAが調達した洪水

時の巡回診療のためのボートは国立ラ

チャウィティ病院に保管されており、

必要に応じて使用できるように維持管

理されています。

師、武田未決看護師、調整員として貪

敷フィリピーノサークルに所属する犬山

マジョリさんとAMDA本部のニティヤ

ンヴィーラヴァーゲの４名が参加しまし

た。フィリピンでの災害に対して、岡山

県内に往往するフィリピンの方とともに

活動するのは、2009年台風16号被災

地支援に続き２側目となります。

　今回の巡回診療ではフィリピン軍や

地元医師らと協力して活動を行い、合

計6000人以上の患者を診察しました。

その他医薬品や生活支援物資などの提

供も行いました。

　　民族衣装に身を包む佐藤さん(左端)

に付けたいと今まで以上に強く恩う

ようになりました。

　４月から私は岡山大学で看護学を

学びます。自分の希望する大学で学

べる幸せとバングラデシュでの経験

を忘れず、一目一目を大切に過ごし

たいです。さらに、看護だけでなく

文化や言語など幅広く知識を深め、

いつかバングラデシュの人たちに恩

返しをしたいと恩います。



各民族グループ地域における無料白内障手術

　2009年に30年近い内戦が終結し

たスリランカの復興支援事業として、

AMDAではシンハラ、タミル、イスラ

ムタミルの３民族ゲループに対して、

平等に医療を通じて和平を働きかける

AMDA医療和平プロジェクトを実施し

ています。その一環としてスポーツ交

流事業や無料白内障手術事業を実施し

ています。

　｢ローカルイニシアチブ｣､｢相互扶助｣

というAMDAの基本理念のもと、ス

李
－
－
ｙ 手術を待つ患者たち

協力して手術を行う台湾とスリランカの医師たち

リランカ地元医療機関、スリランカ眼

科大学、AMDAスリランカ支部及び台

湾IHA（台湾国際医療衛生行動チーム）

などの協力を得て、2011年には、北

部タミル地域のジャフナ､ポイントペー

ドロで134人、東部パナドウラで70

人に無料白内障手術及び術後健診を２

回に分けて実施しました。そして今年

２月27から29日には第３次無料白内

障手術として東部トリンコマリーで30

人の患者に同様の手術を行いました。

　手術はトリンコマリー市の国立病院

にて、地元医師とAMDA台湾支部長含

む３人の医師等によって行われました。

30人の患者全員が深刻な白内障を患っ

ており、手術には高い技術力が求めら

れるものでしたが、約20人の医療ス

タッフの協力のもと、全手術が無事成

功しました。この事業のために、支部

長が眼科医であるAMDA台湾支部から

は、様々な薬や機材などの寄贈を受け

ました。

■AMDAでは、内戦停戦中の2003

年から2006年まで、相対する３ゲ

ループの吝地域、ハンバントタ(南部

／シンハラ民族地域)、キリノッチ(北

↑
↓

二……｡｡ﾚ⊇……………ﾆ栄次dij一。

巡回レントゲン車（2003～2006）

巡回保健教育（2003～2006）

部几TTE ・タミルイーラム解放の虎の

支配地域）、トリンコマリー曰ﾋ東部

／イスうムクミル地域）で、巡回診療

や巡回保健教育活動を実施してきまし

た。 2004年末に発生したスマトラ沖

大地震津波の被害により各地は津波被

災地となりました。津波被災直後から

北部・北東部・南部の避難所で心のケ

アや巡回保健教育を行いながら、食糧

や生活物資の配布をしました。
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　左から波田重涵学長､躇川芙美さん､田中碧さん､ｸﾗﾌﾟ顧問吉岡教授

とてもうれしいです．

　私たちは医療分野を専門に勉強をし

ているわけではありませんが

、

私たち

にできる国際貢献

、

人道支援をという

ことで、主に募金活動と大学祭参加を

中心に活動してきました．先輩による

と、中国四川省やハイチでの大震災で

は、他学生にも呼びかけて学内募金活

動を行ったそうですが、｢学長先生も募

金活動に参加してくださったことはうれ

しいサプライズだった｣とのことです．

昨秋の大学祭での東日本大震災支援募

金活動では

、

地域の方々からもご協力

をいただきました。小さな女の子が

募金してくれる姿はほほえましいもの

でした。また大学祭では、AMDAゲ

ループの活動やAMDA兵庫県支部の

ネパール子ども病院支援活動のパネ

ル展示やバザーを行って協力を呼び

かけたりしました。大阪で毎年開催さ

れるワン・ワールド・フェスティバル

ではAMDAブースのお手伝いをさせ

ていただいていて、とても刺激になっ

ています｡月２回のミーティングでは、

AMDAジャーナルなどで勉強会をし

たり、海外のAMDA支部を訪問して

みたいな､と語り合ったりしています。

　まだまだ言言やかな活動ですが、こ

の度の助成金でクラブ旅と腕章を作

成することしました。ちょっと誇らし

い気がしています。これを機に改め

て活動の帽と輸を広げていきたいと

思っています。これからも応援、よろ

しくお願いします！

　一万陽岬'拘か一元好防1ジャーナル2国2､4

　　　　　　（神戸女子大学）

（財）学生サポートセンターから助成

学内でも学生表彰（団体）受賞

　AMDA神女クラブクラブ長　田中　碧

　こんにちは、AMDA神女クラブで

す。神戸女子大学のAMDAクラブで

すが、AMDAのボランティア精神に

共感した先輩たちが2006年に消却

しました。まだ６年の若いAMDAク

ラブですが、これまでの活動が評価

されて（財）学生サポートセンターの

「学生ボランティア団体助成」事業で、

2011年度助成団体に採択言れまし

た。また、学内でも2011年度学生表

彰（団体）を受けることができました。

これもAMDAグループの皆さまのご

支援があっだからこそと心よりお礼申

し上げます。特にAMDA兵庫県支部

の皆さまには大変お世話になってお

りますが、このようなご報告ができて
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◆この庭は、奨学金のご支援本当にあり

がとうございました。東日本大震災を経

て、人の命の啓之や、当たり前の日常がい

かに幸せだったかということを強く考えさ

せられました。そして、薬剤師になりたい

という思いが田こ目に強くなっていきまし

た。震災の影響で、家庭の経済状況が悪

化し、薬学部への進学を諦めようとしてい

た矢先の募集でした。私の伴む南三陸は、

津波で壊滅的な被害を受けたため、アル

バイトをする場所もなく、足りない学費を

白分で補うことができないことが、すごく

悔しかったです。ｲ可より夢を諦めたくない

という気持ちが強かったため、すぐに応募

し、奨学金をいただきました。しかし、ど

うしても薬学部に進学する学費を揃えるこ

とができなかったため、宗族と相談し、専

門学校に進学することにしました｡そして、

昨年の秋にAO特待生試験を受け、仙台の

専門学校に進学することが決定しました。

　私は東洋医学に興味かおり、薬学部に

進学したら積極的に漢方についても学び

たいと思っていました。薬学部に進学する

ことができなくなった今で払東洋医学や

漢方について学びたいという気持ちに、変

わりはありません。だからこそ私は、一般

用医薬品の他に、漢方についての授業が

ある専門学校に進学することにしました。

また、専門学校で取得できる資格はもちろ

んですが、独学でもいくつか資格を取得し

たいと思っています。

　将来的には、専門学校で学んだ知識や、

収得した資格を活かし、日々の生活から病

気を未然に防ぐという形で大の役に立ち

たいと思っています。できることは微力か

もしれませんが、∩分か今できることから

全力で取り組んでいきたいです。

↓日↓日を犬切に、支援していただいた奨

学金を無駄にしないよう、夢に向かって２

年開精一杯学んでいきたいと思います。

◆避難所生活を送っていた昨年の３月、私

は看店舗になるという夢をあきらめなくて

はならないかもしれないと思っていました。

　しかし両親は私を看護学校に進学さ

せてくれました。「やれるだけ頑張れＵそ

う言って背中を押してくれました。それか

らは受験勉強と真剣に向き合いました。い

つも丁寧に添削指導をしてドさった先生

方、私の相談を自分のことのように聞いて

くれる友人、本当に多くの人に支えられ、

何とか第一志望校に合格することができ

ました。

　幼稚園から高校まで私はずっと地元で

育ってきたので、正直新しい土地でのｰ人

暮らしや生活への不安と期待は半々という

ところです。

　看護学校では、高校時代に学んだこと

は異なる様々な分野を学ぶことになりま

す。それらの一つ一つを吸収し、患者さん

をはじめ、現場の看護師の方、同じ夢を目

－ﾀ印吊゛痢/D一見灯Z割ゾ単一ﾅﾉ7ﾉ　20j2､4

指す仲間とふれあい、人間性を磨いてい

きたいと思っています。

　誰かに元気になってもらいたい、誰かの

役に立ちたい、私は以前よりもこのように

思う気持ちが強くなりました。

　やっと看護師になるためのスタートライ

ンに立てた今、１日１日を大切に過ごし、

いるだけで安心感の理想の看護師を目指

して口々努力していきたいと思います。

◆私は３月11日に超きた東日本大震災の

時、多くの怪我人を前に助けたいと思いま

したがどうしたらいいかわからず、何もで

きませんでした。その時助けるためには知

識がいることが分かり、助けられる力を得

たいと思いました。目の前で困っている人

の役に立つために勉強をして自分を成長

古社たいと思い、看護師を志望しました。

そしてその時、将来は看護師になって多く

の介を救い、患者さんに元気をずえるとい

う目標ができました。

　私は４月から准看護学生になります。

入学後は目標に向けて一つひとつの勉学

に真剣に取り組み、医療技術を向ll古社

ていきたいと考えています。また、患者さ

んに元気をケえるためには、私が常に笑顔

で積極的にコミュニケーションをとること

が重要になります｡一様々な年齢にも対応で

きるよう、医療面の他にも多くの知識を身

につけたいと思います。

　将来、多くの命を救い、元気を与えら

れる看護師になれるよう、頑張っていきた

いです。

◆私は将来、作業療法十になって、体の

不自由な人や困っている人を助ける仕事

に就きたいと思っています。なぜなら、昨

年の３月11口の東日本大震災の時、全国

のみなさんからいろいろな手助けをいただ

き、人々のありがたさや、困っている人へ

の支援の大切言が身にしみて感じられた

からです。

　ですが、作業療法十になる道は、そう簡

単ではありません。技術はもちろんですが

作業療法士はコミュニケーションが多くと

われる仕事なので、人との関わりあいを大

事にしなくてはならないからです。ですの

で、私は、日々の日常生活から他人に思い

やりをもって行動していきたいと思います。

　私はこれから３半開、専門学校に通っ

て基本的な知識や応用能力を身に付けて、

３年後の国家試験に絶対合格したいと思い

ます。そして、一則も早く困っている患者

を助けたいです。今までのご支援ありがと

うございました。

◆私の夢は、臨床検査技師になることで

す。３月１日、私は高校を卒業し、その夢

への第一歩を踏み出しました。呑からは埼

玉の専門学校に通い、夢を叶えたいと思っ

ています。

　2011年３月11日に起こった東日本大

震災で、私は一度この夢を諦めました。全

てのものが流され。絶望感でいっぱいでし

た。そんな時に、将来のことを考える余裕

もなく、夢を諦めていました。しかし、た

くさんの方々が支援をしてくださって少し

ずつ将来のことが考えられるようになり、

私はやっぱり臨床検査技師になりたいと思

いました。

　たくさんの方々のおかけで、私はまた夢

を待つことができ、夢を叶えるための第一

歩を踏み出すことができました。専門学校

では、たくさんのことを学び夢を叶えたい

と思っています。臨床検査技師は、病気の

診断や治療方針の決定、重大な病気の早

期発見など重要な役割を担っているので、

正確かつ迅速に検査結果をだしたくさん

の人達の役に立てるよう頑張りたいと思い

ます。人の命に閲わる什事だという自覚を

しっかりと待ち、夢を叶えるためこれから

も頑張っていきたいと思います。

◆あの３月Ｈ日の東日本犬震災から早１

年が経ちました。私の中の何かが、あの日

からずっと止まっているように思います。

無事大船渡高校を卒業し、今は後期試験

の合否の結果を待っております。

　私は小学校４年生の頃から医者になり

たいと思い始め、常に目標達成のために努

力してきました。生家が寺であったため、

助い頃から「介」とは何か、「生きる」と

いうことはどういうことなのかということ

を教わりながら育ち、医者という職業に魅

力を感じたのです。後期試験は看護学部

を曼験しました｡矛盾しているようですが、

国立の医学部を推薦で受験し、不合格と

なり、私立２校医学部を受験して不合格と

なった時、何故努力が報われないのだろう

と挫折しそうになってしまった際に、叔母

からいただいた助言により、前・後期共看

護学部を受験することにしたのです。「医

者だけが医療の道なのか？そしてあなたは

医者になるためでなく、合格するために勉

強しているように見えるよ。それでは、勉

強している意味かおるの？」という言葉で

した。この言葉を自分なりに受け止めて、

医者という職業しか眼中になかった私は看

護師、保健師等、様々な医療系の仕事を

調べた結果、そのように訣めたのでした。

医者になることを諦めたわけではありませ

んが、経験してみなければどうなるか分ら

ないのですから、看護学部に合格できた

ならば看講師免許を取得レ不合格であ

れば予備校へ行き、医学部を目指したい

と考えております。（※）

　高校を無事卒業できたのも、自分の将

来の目標を達成するために必要な大学進

学、または予備校進学のことを考えられる

ようになったのも、全てAMDAからの奨

学金があったおかけです。奨学金がなけ

れば私は就職も視野に入れておりました。

本当に感謝の気持ちで一杯です。ありがと

うございました。これからも精進してまい

ります。

　※福島県立医科大学看護学部に進学



講演を聞いて……中学生の感想文

　AMDAでは、さまざまな学校からの講

演依頼をお受けしています。受講した中

学校の生徒言んからの感想文のｰ部をご

紹介します。（それぞれ抜粋）
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◆岡山市立富山中学校

　「何かをしたい」「恩返しかしたいに

と思うことのできる私たち人間は、本当

にすばらしいなと実感しました。こんな

にすばらしい心をみんなが持っているの

ならば、きっと今は遠くても、未来では

色々な国の人と、みんなで助け合って生

きていけると思います。今回の震災での

支援は、その第一歩になったのだと思い

ます。今回の震災で、きっと世界は一つ

になったと思います。私は私にできるこ

とをこれから精一杯レ被災者の方々の

気持ちを考えながら、陰ながら支援して

い古たいと思います。支援とは世界中が

　・ご協力ありがとうございました

笑顔の花で満開になるための第一歩なので

すね。

◆岡山県立岡山大安寺中等教育学校

　今回、AMDAのボランティアの方の講演

会を聞いてたくさんの事を感じ忠いました。

　昨年3.11の東日本大震災が起きた翌日に

は宮城などに行き、活動をしていることに

おどろきました。AMDAの活動内容は、さ

まざまで、健康の為に体操を行ったり、食

べ物の炊き出し、エリアの仕切り等、また

子供に対してはロールケーキの炊き出し、

おもちやの提供を行っていて､被災した方々

が、よりよく（できるだけ）生活ができるよ

うにしているんだなと思いました。

　“自分は被災した方々の為に全力を尽く

ずというテーマと言ってもいいのではない

かと僕は思いました、今回、この講演会で

ボランティア活動について、AMDV二つい

て詳しく知る事ができました、貴重な講演

乙。

会でした。今後、この事を生かせるよう

にしていきたいです。

◆玉野市立宇野中学校

　AMDAは東日本大震災でもたくさんの

支援をして今も東北地域の復興を目指し

て現地の人々を応援しているようです。

そんなすばらしい団体AMDAの本部が

岡山にあることを知ってとてもびっくりし

ました。とても岡山の自慢になることだ

と思いました。 AMDAはいろんな地域へ

行き「困っているときはお互いさま」で

たくさんの命を助けていることを聞いて

すごいと思いました，海外に行くと内戦

や環境の悪い所などで平和に暮らすこと

のできない人々がいることを知りました。

これを見て自分達はとても恵まれた国に

生まれてきてよかったと思いました。こ

れ7ごヽらは自分のことばかりでなく，世界

こ･ズylﾆ屯っと目を向けて何ができるか

探こご･,じliりたいと思います。

- － 一 一

' ‾ 　 ／ 二

　 　 　 ㎜ ． ･ ㎜ 三～2ご’２生２月29日分（歌枕賂）
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2012年１月～３月の動き

＜講演＞１月１９日

１月21-22日
１月24日
１月26日
１月26日
１月27日

１月30日
２月３日

２月３日
２月４日２月９日

２月１７日
２月23日

２月24日
３月２日３月３日

３月１０日
３月Ｕ日

３月１２日
３月１３日
３月１３日
３月１５日
３月21日３月24日

３月25日３月27日

総合学習／アムダの東日本大震災への救援活動と国際貢献活動　　　　　　　　岡山市立庄内小学校
岡山シンフォ二ービル創立２０周年記念事業／東日本大震災復興支援キャンペーン表町第一開発ビル株式会社
≒ヽよう定”地域学／アムダから学ぶ国際理解　　　　　　　　　　　　　　広島県立福山葦陽高等学校定時制
彦崎小学校PTA教育講演会／東日本大震災・復興支援について　　　　　　　岡山市立彦崎小学校PTA
総合学習／ＡＭＤＡの活動内容、モンゴルの人々の様子　　　　　　　　　　　岡山市立芳田小学校

健康増進セミナー／東日本大震災での緊急医療の現場から　　　　　　　　　姫路赤十字病院
福山丸之内ロータリークラブ定例会／国際奉仕活動についての実例　　　　　　福山丸之内ロータリークラブ
高校生社会貢献活動後援会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県立瀬戸高等学校
職業調べの時間／国際協力にかかわる仕事　　　　　　　　　　　　　　　　玉野市立宇野中学校
人間力向上合宿／国際社会の中で青年経済人として　　　　　　　　　　　　　岡山商工会議所青年部
第42回滋賀公衆衛生学会／災害発生時の地域保健のおり方について　　　　　　財国法人滋賀県健康づくり財団
立古式記念講演/AMDAの活動について　　　　　　　　　　　　　　　　倉敷市立福田中学校
親任教諭研修講座／教師に求めたい教育の心・東日本大震災支援をとおして　　　倉敷教育センター
呼吸器フォーラムノ東日本大震災における緊急支援の現状　　　　　　　　　　帝人ファーマ（株）
地域保健総合椎進事業発表会災害と公衆衛生／被災地における公衆衛生活動　　全国衛生行政研究会

国際交流講座／救える命があればどこへでも　　　　　　　　　　　　　　　倉敷市立真備国書館
高知県小児科医会総会・春季研修会／震災被災地における医療の展開　　　　　高知県小児科医会･ァポットジャパン（株）
がんばろう東日本！東日本大震災復興支援プロジェクトそうじゃ“絆’’基調講演

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同プロジェクトそうじゃ“絆”実行委員会総社市社会福祉協議会
AMDA絆コンサート事前学習会／東日本大震災とAMDAの活動について　　　　就実高等学校吹奏楽部
国際貢献活動について考える／緊急救援・復興支援　　　　　　　　　　　　岡山学芸館高等学校
DA‘iANＪIPROJECT（総合学習）／海外支援・ボランティア活動について　　　　岡山県立岡山大安寺中等救育学校
ボランティアについて学ぶ／東日本大震災の復興支援について　　　　　　　　岡山市立冨山中学校
総合学習　／国際協力について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉野市立宇野中学校
デモンストレーション授業オープニング講演　　　　　　　　　　　　　　　学校法人　岡山道研学院

岡山市の公民館の充実をすすめる市民の会総会／震災とコミュニティの再生　　　岡山市の公民館の充実を進める市民の会
瀬戸法人会/AMDAの存続意義と今後の展開　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸税務署瀬戸法人会

＜イベント＞

１月21-22日
２月齢5日
３月9-U日

３月10-11日
３月１８日
３月１９日

岡山シンフォ二ービル創立20周年記念事某東日本大震災復興支援キャンベーン　パネル展
ワン・ワールド・フェスティバル参加（大阪）
チャリティ洋開展（岡山）
花・緑ハーモ二ーフェスタin酉川　東日本大震災活動パネル展（岡山）
ＡＭＤＡ東日本大震災絆コンサート　広島

ＡＭＤ∧東日本大震災絆コンサート　岡山

5咽zﾌ・鳶ﾉ･Q－ゐWMジヂーブソZ･2∂724



　　　　　　　　ご案内とお願い

　AMDAでは、催事ご案内をホームページ、メール

でお知らせしております。ご希望の方はmember@

amda.orjpまで催事案内希望とお送りください。経

費軽減にご協力をよろしくおねがいいたします。

◆第５回ＡＭＤＡ市民参加型人道支援外交円卓会議

　７月８日（目）1時より　岡山国際交流センターにて

　AMDAグループの各法人からの活動報告を行います。

　詳細は近くホームベージで紹介しますので、ふるって

　ご参加下さい。メールで事前のお申し込みをお願いし

　ます。宛先アドレス　memder@amda.orjp

◆兵庫県支部

　５月５日（土）「アースデイ神戸」に出i店

　ネパール子ども病院支援や東日本大震災支援など、

AMDA兵庫県支部の活動紹介を行います。詳細は、アー

スデイ神戸のホームページ（http://earthdaykobe.com/）

sqgo ・匈o一/1ﾙa‘1ジヂーヅソZ･2∂724



ＡＭＤＡジャーナJしー国際協力－2012年番号こ発行定日年４回Ｃ・４・７・１０月各25日〕第Ξ種郵便物認可

●●●●●●●●●●●●●●　宮城県から感謝状をいただきました●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●● 多くの団体・個人からご寄付をいただきました

ふ
馨
」

1.23　書道家小野田松濤様より 2.20　楽天銀行様より

第24回ヘルシーマジネーション　劉屁様(左)

より指定団体としてご寄付を頂きました

●●●●●●●●●

3.15倉敷・震災復興祈念コン

サート実行委員会様より

2012.3』1　東日本大震災RNN（人道援助宗教

NGOネットワーク）慰霊祭　黒強数日拝所にて

真言宗、金光教、立正佼成会、天台宗、黒強敵の各

宗による祈りがささげられました。

岡山県総社市の多言語医療ガイド

　総社巾独自の多

言語医療ガイドが。

｢AMDAゲループと総

社市との多文化共生に

関する協定｣に基づき

NPO法人AMDA国際

医療情報センターの協

力で作成され、市内の

全外国人[几帯及び全

医療機関に配布されま

した。英語、韓国語、

中国語、スペイン語、ポルトガル語の

５冊です。医療現場での意思疎通を円

滑にするために役立つものになってい

ます。

‥ＡＭＤＡグループ代表代行でＡＭＤＡ国際医療情報センター理事長の小林米

T幸医師が、３月26日に「かながわレッドリボン賞」を受賞しました。

＝　この賞は、神奈川県内において、ＨＩＶ ・エイズの拡大防止と感染者・患者の

:皆様に対する偏見や差別のない社会をつくる「かながわしッドリボン運動」を

推進し、多年にわたる功績が認められた個人や団体を表彰するものです。

-s昭o・匈o－ぶMZふ1ジやーﾌﾟﾌﾙJ724

インターン紹介

＊河内亜希さん

　昨年よりお世話になっております河

内亜希（かわうちあき）と申します。

現在､岡山大学歯学部に在籍しており、

卒業後は口腔疾患の治療や口腔衛生に

㈲する活動を通して国内外の医療に貢

献したいと考えています。学業に専念

するため３月末で退職致しましたが、

４月より引き続きインターンとして

AMDAで勉強させて頂くこととなりま

した。圓際医療支援分野の実践的な経

験を積むことのできる素晴らしい環境

で学ぶ機会を頂きましたことを大変感

謝しております。

「AMDA被災地へ!一東日本大

震災国際緊急医療NGOの活動

記録と提言」増刷

　「AMDA被災地

へ!一東日本犬震

災国際緊急医療

NGOの活動記録

と提言」（菅波茂

編著）の２版第

１刷が３月30目

刊行されました。

AMDAが掲げる信

念のもとに集った

国内外の人々が東

北の被災地へ！ボ

小 字 爪 ス ク ウ ェ ア

ランティア、ご支援者､被災他の方々、

計77人からの寄稿、170枚を超え

る写真ともに、緊急援助の現場から

発信する未来への提言となっていま

す。

　全国の書店、岡山県内書店（ジュ

ンク堂、紀伊国屋書店、丸善、他）、

インターネット（Amazon等）で発売

中。お問い合わせはお近くの書店ま

で。AMDAでも受付中。（ISBN 978-

か7979-8735-5小学館スクウェア

定価　1､500円税込）
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